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募 集 要 項

平成25年11月20日（水）～11月22日（金）の3日間
国立民族学博物館  第6セミナー室（2階）
テーマ「アートを考える：人類学からのアプローチ」

本館の機関研究「マテリアリティの人間学」では、グローバル化が進む状況におけるモノ
と人との関係を、人類学を核としつつ学際的に再検討し、新しい社会理論の構築を目指
しています。本年度のセミナーでは、「アート」に焦点を当てた研究を幅広く募集します。
想定されるキーワードとして、文化遺産、美術館、博物館、美術品、工芸品・民芸品、エ
スニックアート、芸能、音楽、映像、パフォーマンス、身体変工（入れ墨など）、ファッ
ション、布、食、景観、建築、著作権、モード、記憶、消費、文化表象などが挙げられます。

国立民族学博物館では、
第5回「みんぱく若手研究者奨励セミナー」を開催します。

文化人類学を中心とする研究分野の
若手研究者のご応募をお待ちしています。



◉お問い合わせ
国立民族学博物館
研究協力課共同利用係　　
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園 10番 1号
Tel:06-6878-8347
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約 15分
＊自然文化園（有料区域）を通行される場合は、入園料が必要となります。
「公園東口駅」下車徒歩約 15分
＊「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
［近鉄バス］（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約 20分、
　　　　　 JR茨木駅から約 10分「日本庭園前」下車、徒歩約 15分
［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　   阪急茨木市駅から約 20分、JR茨木駅から約 10分
　　　　   「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約 5分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約 5分
駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの「日本庭園前駐車場」から約 5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある
　「国立民族学博物館専用通行口」をお通りください。

■セミナーの内容
①本館の共同利用制度の紹介（共同研究（若手）など）
②施設案内（図書室、展示場、収蔵庫など）
③本館教員による発表（各60分）
ⅰ） 𠮷田憲司「アートと人類学のあいだ」
ⅱ） 飯田　卓「くらしに伝わる技の遺産化：マダガスカルの事例より」
④参加者による研究発表
50分（発表30分、質疑応答20分）の持ち時間のなかで研究発表をおこない、質問・コメント
を受ける。

■表彰制度
①優秀発表者の選定：優秀発表者を選定し「みんぱく若手セミナー賞」を授与する。受賞者は
HP等で公表する。
②セミナー終了後、参加者の発表要旨はHP等で公表する。また、参加者は全員『国立民族学
博物館研究報告』（査読有）への投稿資格を得る。

■応募資格
日本国内の大学院博士後期課程の大学院生あるいはPD、または左記に相当する研究歴を有
し、積極的に参加する意志を持つ者。
＊ただしフィールドワークに基づく研究発表をおこなうことが望ましい。
■募集人数
約10名
■参 加 費 
無 料（参加者には人間文化研究機構の規定にもとづき旅費・宿泊費を支給）
■応募方法
以下の書類を応募先に郵送する。
①履歴書（所定の様式をHPよりダウンロード）　URL ： http://www.minpaku.ac.jp/offer
②発表要旨（1200字程度で発表内容を記載、様式自由）
③その他の要望　＊特別な補助等が必要な場合には、その旨明記すること。
■応募／お問い合わせ先
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
国立民族学博物館　研究協力課共同利用係　宛
kyodok@idc.minpaku.ac.jp　06-6878-8347（ダイヤルイン）
URL ： http://www.minpaku.ac.jp/research/activity/news/youngseminar
■応募締切
平成25年9月27日［金］必着
■参加者の決定
応募書類にもとづき本館研究戦略センターにおいて選考の上、10月中旬に通知する。
■そ の 他
①セミナー開催期間中の宿泊場所は、各参加者が手配すること。
②参加者はセミナーの全日程に参加すること。
③応募書類は返却しない。

写真提供：上羽陽子・吉田ゆか子


